
競技コースレイアウト

1 コース説明

コース路面には、幅 0.45, 0.9, 1.35mの緑色シートを使用します。
ラインは幅 18mmの黒色ビニールテープです。
図 1にコースレイアウトを示します。(ただし、a=225mm)

　　ライントレース　ショートカット防止のため、1点鎖線部に障害物を設置します。
この障害物は、距離センサが反応する大きさです。

また、ライン上 (破線部)に障害物 (迷路内の障害物と同じ)があります。
この障害物は回避して下さい。

迷宮　 壁は高さ 15cm, 幅 5cmのスタイロフォームです。
直径 12.5cm,高さ 15cm程度の障害物があります。
直径 30cmの円盤が通過できる通路です。

ブロック運び　 2個のブロックを指定された場所に運びます。
ブロックを置く場所のある方向を示すガイドテープが路面にあります。

ブロックを意図的に破損する行為は禁止します。

　例えば、ブロックに針を刺して運ぶ等。
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図 1: 競技コースレイアウト
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2 迷宮

【レイアウト】　迷宮のレイアウト (例)を図 2に示します。　障害物の正確な位置は不明です。
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図 2: 迷路レイアウト

【障害物】　障害物は、全て同じ形状です。

　• 直径 125mm、高さ 150mm。
　• 表面は黄色に塗装されています。
　• ロボットが障害物を動かしたり、持ち上げる
　　ことのできない程度の重量です。

　

　

　

　

　

　

　

　

図 3: 障害物
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3 ブロック運び
【ブロック】　

　• 形状は、一辺が 100mmの立方体です。
　• 材質はスタイロフォーム、表面色は白
　　またはアイボリです。

【ブロック置き場】　 (図 4参照)
　• ブロック置き場は図の A1または A2
　　の領域です。

　• A1に置く場合はブロックが完全に領域内
　　に収まっていること。

　• A2に置く場合はブロックが台から落ちな
　　ければ良い。この台はロボットが動かす

　　ことのできない程度の重量です。

　

図 4: ブロック置き場の形状

　

【ブロックとブロック置き場の配置】　

　　• ブロック (2個)は競技コートの右側と左側に置きます。
　　• ブロックを置いた方向を示すため、ガイドテープを路面の中央部に貼ります。
　　• テープが 2本の場合は左側、3本の場合は右側にブロックがあります。
　　• ガイドテープの長さは 50cm,テープ中心線間隔は 5cmです。
　　• ブロックとブロック置き場は、ガイドテープの延長線上にあります。
　　• 図 5にガイドテープが 2本のときの配置を示します。
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図 5: ガイドテープとブロックおよびブロック置き場の配置
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